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～のばそう！健康長寿、担おう！地域づくりを～～のばそう！健康長寿、担おう！地域づくりを～
老人クラブのメインテーマが新しくなりました老人クラブのメインテーマが新しくなりました

＜健康寿命＞
○健康寿命をのばし、自立した生活、生きがいある生活の実現を目指します。
○仲間や地域の高齢者とともに継続的な健康活動に取り組みます。

＜地域づくり＞
○他世代や関係団体と連携し、安全・安心の住みよい地域づくりを目指します。
○元気高齢者の知識・経験・活力を生かす場づくり・機会づくりを広げます。

信頼のしるし 信頼のしるし 
ー老人クラブ会員章のご案内ー

一口 1,000円
パンフレットは

全老連のホームページから
ダウンロードできます

お申し込み・お問合せお申し込み・お問合せ 所属の市町老人クラブ連合会または県老連

女性リーダーセミナー

　老人クラブは、地域を基盤とする高齢者の自
主組織です。戦後、先覚者の提唱と社会福祉協議
会の協力によって誕生し、各地に広がりました。
　現在では、全国的なネットワークを有する高
齢者組織となっています。また、クラブ相互の連
絡調整をはかり、より高域的な共同事業を実施
するために、市区町村、都道府県・指定都市、全国
の各段階に、それぞれ連合会を組織しています。

「老人クラブ」とは

全国老人クラブ
連合会

都道府県・指定都市

市町村老連

単位クラブ
110,487クラブ
6,488,740人

福井県
1,122クラブ
62,646名
平成26年度
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福井県老人クラブ連合会

「1万人会員増強運動」
～年間1クラブ2名純増で1万人～

　全老連、都道府県・指定都市老連では、全国の市町村老連、老人クラブに呼びかけて、本年度から５カ年計画
で老人クラブ「100万人会員増強運動」を展開いたします。
　そこで、平成２６年度から福井県老人クラブ連合会でも、『「１万人会員増強運動」～年間1クラブ２名純増で1
万人～』を推進することとなりました。この運動は、市町老人クラブ連合会・単位老人クラブで独自の計画をた
て、クラブの総力を結集し、積極的な取り組みをお願いするものです。
　本誌では、「会員増強運動のヒント」として、「会員を増やした成功事例」や「クラブの自己点検項目」を掲載し
ましたので、まずは、「できること」からはじめてみましょう！

1万人会員増強運動の概要

運動期間 実施運動

運動目標

平成26年度～30年度（5カ年間）

①年間1クラブ２名の純増
②老人クラブの組織強化と活性化
③解散・未設置クラブの再結成（結成）

運動1：勧誘から始めよう
　　　　～会員一人ひとりが勧誘の担い手です～
運動2：クラブをＰＲしよう
　　　　～知られていますか？あなたのクラブ～
運動3：クラブをつくろう
　　　　～すべての地域にクラブの設置を～

取り組み体制への提案 単位クラブ・市町老連の実状に応じて、具体的な取り組み
体制や目標を設定してください。

単
位
ク
ラ
ブ

市
町
老
連
ク
ラ
ブ
連
合
会

①会員増強委員会（仮称）の設置
　・高年・女性・若手の複数名の代表者による委員会の設置
　・老人クラブの自己点検
②未加入者の把握、リスト作成
③町内会・自治会等への協力要請
④未加入者への訪問活動
⑤サークル活動やクラブ行事への参加呼びかけ

①「会員増強運動推進委員会（仮称）」の設置
②関係機関・関係団体への運動に対する協力要請
　・行政、社会福祉協議会、自治会、民生委員、地域包括支
　  援センター等
③単位クラブ及び市町老連の毎年度目標達成の把握
④単位クラブにおける運動に対する指導・
　アドバイス

全国老人クラブ連合会「100万人会員増強運動」5カ年計画（平成26～30年度）全国老人クラブ連合会「100万人会員増強運動」5カ年計画（平成26～30年度）全国老人クラブ連合会「100万人会員増強運動」5カ年計画（平成26～30年度）
●65歳以上人口が3,000万人を超える中、老人クラブは、新たな仲間に呼びかけ、共に基本理念
　である「4つの“づくり”」活動を目指します。
●そのため全国の老人クラブ関係者が総力を結集して、組織活動の基盤となる会員増強に向けて
　この運動を推進するものです

「総力を結集して　全国100万人会員増強を達成しよう！」
●高年パワー： 75歳以上の高齢者は1,500万人。会員増強の中心世代です。
●女性パワー： ６割を占める女性会員の結束で勧誘活動を強化しよう。
●若手パワー： 若手高齢者も1,500万人。魅力ある活動は、若手会員自らが創造しよう。

趣

　旨

運　動
スローガン

老人クラブが
目指すもの
（基本理念）

生きがいづくり《　　　　　　　　　　　》ー趣味・文化・レクリェーション等
健 康 づ く り《　　　　　　　　　　　》ー健康学習・運動・体力測定等
仲 間 づ く り《　　　　　　　　　　　》ー例会・声かけ・友愛・親睦・旅行等
地 域 づ く り《　　　　　　　　　　　》ー環境美化・リサイクル・ボランティア・世代交流等

高 齢 期 の 充 実
健 康 寿 命 を 伸 ば す
同世代の連携・支え合い
社 会 貢 献
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会員増強のヒント ※月刊全老連６月号　事例一部抜粋

クラブ自己点検のすすめ○会員増強の成功事例では、以下への対応・対策が講じられています。
〇目標達成に向けて自らのクラブの自己点検に生かしましょう。

自治会や他団体
との連携はでき
ていますか？

地域や自治会主
催の行事等に参
画していますか？

従来方式にとら
われず活動や運
営方法に柔軟性
がありますか？

若手や女性を積
極的に登用して後
継リーダーを養成
していますか？

活動を会員はも
とより非会員や
地域にＰＲして
いますか？

体験参加を呼び
掛ける活動はい
くつありますか？

会員全体で地域
の未加入者に勧
誘活動をしてい
ますか？

リーダーの役割
分担、会員との協
力体制は十分で
すか？

新会員に誇れる
クラブのセール
スポイントはあ
りますか？

会員の意向を把
握していますか？

会員増強への
意見・事例から見える

「キーワード」
会員増強への

意見・事例から見える

「キーワード」
● 会員増強策については、これまで老人クラブ関係者から多くの貴重な
　 意見や取り組み事例が紹介されています。
● 寄せられた意見等を、以下の「キーワード」にまとめましたので、独自プ
　 ランの作成などにお役立てください。
● このキーワードは、単独ではなく、複合的・重層的に組み合わされて、初
　 めて効果が期待されるものです。【加入促進のキーワード】

運動1 勧誘から始めよう！ クラブをＰＲしよう クラブをつくろう！運動2 運動3
●「まずは、誘うこと」：勧誘活動は、会員増強の基本

●会員一人ひとりが声かけ：「高年は高年に」「女性は女性
　に」「若手は若手に」

●クラブの情報が地域住民に届くようにし
　ましょう。

●自治会と連携して未設置地域に老人クラ
　ブをつくろう
●高齢者の増加に伴い、一地域に複数クラ
　ブの設置を目指そう。
●高齢者の意向が多様化する中、新しいタ
　イプのクラブを考えよう①自己点検　→　「会の問題は何か」「なぜ入会者

　が少ないか」すべての問題点の洗い出し
②改善策の検討　→　運営や活動の見直し、会員
　募集方法の改善
　未加入家庭をくまなく訪問。老人クラブの存在や
入会方法がわからない、勧誘を待っている方に呼
びかけ、毎年10名以上の会員増。

　あえて手書き「入会おさそい」ポスターと広報誌
を町のいたる所に（銀行・郵便局・農協・美容院・
スーパー・役員や会員宅に玄関など）配布。

★市の広報誌にクラブの紹
　介を掲載してもらう
★公民館の窓口にクラブ
　加入申込書を常備。
　「公民館だより」によるク
　ラブ紹介。

事例　
「クラブの“売り”を明確に、“ローラー
作戦”で効果をあげる」

事例　
ポスター・広報誌・口コミで多くの人
にＰＲ

事例　
「若い人が誘うと、若い人が入る」

（広島県呉市　昭和地区政畝永寿会）

（埼玉県川口市　さしまスローライフ）

①休会クラブの復活：休会の理由は、後継者不足。
　自治会の協力を得て、３クラブ90余名の復活を
　達成できた。
②行事のマンネリ化を改善：若手会員との意見交
　換の場で「魅力ある行事」を求める声があがった。
　会員限定の各種行事を市内の高齢者枠に広げた。
　また、男性だけのサークルや80代以上の輪投げ
　大会を催すなど、「楽しく・愉快なクラブづくり」
　をしている。

事例　
市老連から呼びかけて、クラブ復活

（沖縄県　浦添市老人クラブ連合会）
事例　
行政や他団体と連携し、クラブＰＲ

（福岡県大野城市シニアクラブ連合会）

　70歳代の若い方に会長を交代したところ、その
会長の声かけにより、２か月で60～70歳の方が
16名も加入。かつて会員40名だったクラブは、現
在では80名になった。

（宮崎県宮崎市　小牧台福寿会）

チェック①

チェック⑥

チェック②

チェック⑦

チェック③

チェック⑧

チェック④

チェック⑨

チェック⑤

チェック⑩

●リーダーの意欲　
●加入促進委員会　
●他高齢者グループへの声かけ　
●活動の魅力　
●体験型加入促進　
●未加入者への情報提供　
●楽しい活動　
●数値目標の設定　
●相談支援体制の強化
●加入のメリット　
●地域行事への参画
　

●新規事業の開発　
●地域支え合い　
●広報PR、HP 
●いきいきサロンの実施　
●顕彰制度　
●行政等の広報活用　
●戸別訪問、口コミ、お誘い
●イメージアップ　
●地元名士の加入　
●高齢者の生活を守る活動　
●若手人材の発掘

●年代別の活動　
●自治会や他団体との連携　
●活動の場づくり　
●若手、女性の活用　
●未加入者へのアンケート調査
●名称変更　
●行事オープン化　
●未加入者リストの作成　
●サークル活動　
●クラブ選択制　
●自治会との連携による新設クラブ　

●広域型クラブ　
●休会クラブの復活　
●未組織地区での新設
●自己点検　
●事務局体制の強化　
●人材育成、役割分担　
●行政との連携強化　
●後継リーダー養成　
●単位クラブと連合会の連携
　　　　　　　　　　　　等

3



福井県老連  第145号
平成26年9月
福井県老連  第145号
平成26年9月
福井県老連  第145号
平成26年9月
福井県老連  第145号
平成26年9月

4

１
．基
本
方
針

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者
の
仲
間
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
・
介
護
予

防
を
基
本
に
、
環
境
美
化
、
世
代
間
交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
幅

広
く
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

わ
が
国
は
人
口
減
少
社
会
の
な
か
で
、
75
歳
以
上
人
口
の
急
激
な
増

加
が
予
測
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
相
互
の
支
え
合
い
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
って
い
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
、
心
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
友
愛
活
動
を
も
と

に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
継
続
的
に
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
見
守
り
・
生
活
支
援
へ
の
期
待
が
大
き

く
な
って
い
ま
す
。

ま
た
今
日
、
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
が
問
わ
れ
る
な
か
で
、

私
た
ち
も
制
度
を
支
え
る
一
員
と
し
て
、
能
力
に
応
じ
た
責
任
を
果
た

し
、
高
齢
者
の
尊
厳
を
守
って
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
県
を
は
じ
め
各
行
政
機
関
や
関
係
諸
団
体
の
協
力
・
支

援
を
得
な
が
ら
、
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
連
携
を
密
に
し
て
積
極

的
に
各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

２
．推
進
事
項

１　

老
人
ク
ラ
ブ
の
原
点
に
立
っ
た
「
仲
間
づ
く
り
活
動
」
の
強
化

２　

健
康
長
寿
を
め
ざ
す
「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
」
の

　
　
　

充
実

３　

日
常
生
活
を
支
援
す
る
「
地
域
支
え
合
い
活
動
（
友
愛
）」
の

　
　
　

推
進

４　

高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会
保
障
制
度
の
確
立

５　

老
人
ク
ラ
ブ
「
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」
～
年
間
１
ク
ラ
ブ
２

　
　
　

名
純
増
で
1
万
人
～
の
推
進

３
．事
業
実
施
計
画

Ⅰ.

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
及
び
介
護
予
防
推
進
事
業

　

①
高
齢
者
健
康
・
生
き
が
い
講
座
事
業

　

②
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

　

③
福
井
県
知
事
杯
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
事
業

　

④
県
老
連
会
長
杯
公
式
ワ
ナ
ゲ
交
流
大
会
事
業

　

⑤
高
齢
者
地
域
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

　

⑥
高
齢
者
い
き
い
き
フ
ェア
ー
開
催
事
業

　

⑦
健
康
づ
く
り
推
進
員
派
遣
事
業

　

⑧
ふ
く
い
健
康
長
寿
祭
参
加
活
動
事
業

　

⑨
ラ
ジ
オ
体
操
・
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
及
び
体
力
測
定
の
推
進

Ⅱ.

高
齢
者
相
互
支
援
及
び
地
域
支
え
合
い
活
動
等
、　　

　
　
　

暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
推
進
事
業

　

①
友
愛
募
金
運
営
事
業

　

②
お
年
寄
り
ふ
れ
あ
い
訪
問
事
業

　

③
（
新
）
高
齢
者
元
気
活
躍
支
援
事
業

　

④
子
ど
も
見
守
り
活
動
の
推
進

　

⑤
防
犯
、
防
災
、
交
通
安
全
活
動
の
推
進

Ⅲ.

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
推
進
事
業

　

①
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
研
修
会
開
催
事
業

　

②
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
開
催
事
業

　

③
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
事
業

　

④
全
老
連
等
研
修
会
参
加
事
業

　

⑤
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
参
加
事
業

Ⅳ.

会
員
増
強
・
ク
ラ
ブ
活
性
化
の
取
り
組
み

　

①
（
新
）
老
人
ク
ラ
ブ
「
1
万
人
会
員
増
強
運
動
」
～
年
間
1

　
　
　

ク
ラ
ブ
2
名
純
増
で
1
万
人
～
の
推
進

　

②
会
員
増
強
ク
ラ
ブ
・
市
町
老
連
表
彰

　

③
活
動
賞
・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　

④
ク
ラ
ブ
活
性
化
部
会
提
言
内
容
（
報
告
書
）
の
実
践

Ⅴ.

広
報
活
動
推
進
事
業

Ⅵ.

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

Ⅶ.

全
国
運
動
・
全
国
共
通
目
標
の
取
り
組
み

　

①
全
国
三
大
運
動
（
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
）
の
推
進

　

②
「
老
人
の
日
」「
老
人
週
間
」
の
取
り
組
み

　

③
全
国
一斉
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
取
り
組
み

　

④
「
老
人
ク
ラ
ブ
21
世
紀
プ
ラ
ン
」「
単
位
ク
ラ
ブ
21
」
の
推
進

　

⑤
老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
の
加
入
促
進

　

⑥
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
章
の
普
及

Ⅷ.

法
人
運
営

　

①
役
員
会
等
の
開
催

　

②
関
係
機
関
と
の
連
携

　

③
予
算
及
び
事
業
執
行
方
針

平
成
26
年
度
事
業
計
画

平成26年度　事業予定表
　　　　　（26年4月1日〜27年3月31日）
月 日・曜日 県 老 連 関 係

5月
9（金）
14（水）
28（水）

女性委員会
監事監査・第1回理事会
第1回評議員会

6月

2(月)
～3(火)
11 (水）
17(火)
～18(水)

都道府県指定都市老連中央セミナー
表彰選考委員会
合同研修会（市町老連会長会議）

7月

3（木）
～4（金）
10（木）
15（火）
17（木）
22（火）
24（木）
31（木）
～8/1（金）

東海・北陸ブロック研修会（石川県）
老人家庭相談員研修会（嶺南）
老人家庭相談員研修会（丹南）
老人家庭相談員研修会（坂井）
老人家庭相談員研修会（奥越）
老人家庭相談員研修会（福井）
女性リーダーセミナー

9月

5（金）

15(月)
20(土) 
 〃 (土)
25（木）

表彰選考委員会
予算要望
老人の日  「老人週間」15～21日
全国一斉社会奉仕の日            
ふくい健康長寿祭2014
知事杯グラウンドゴルフ大会

10
月

4(土)
～7(火）
9（木）
21(火)
～22(水）
23（木）
30（木）

第27回全国健康福祉祭 （栃木県）
友愛募金運営委員会
第26回女性リーダーセミナー
第41回県老人クラブ大会（越前市)
①いきいきフェア（福井市・敦賀市）

11
月

5（水）
7（金）
13(木)
～14(金）
20（木）

②いきいきフェア（坂井市・高志・南越）
③いきいきフェア（あわら市・若狭）
全国老人クラブ大会（大分県）
会長杯公式ワナゲ交流大会

1月
14（水）
～15（木）
20（火）

在宅福祉を支える友愛セミナー
第2回理事会 ・市町老連会長会議

2月 19（木） 市町老連会長会議（予算連絡会議 ）

3 月
2( 月 )
～ 4( 水）
12（木）
19（木）

老人クラブ健康づくり中央セミナー
第 3 回理事会
第 2 回評議員会 

※全老連、他団体の事業…青字



福井県老連  第145号
平成26年9月
福井県老連  第145号
平成26年9月
福井県老連  第145号
平成26年9月
福井県老連  第145号
平成26年9月

5

平成26年度　収支（損益）当初予算書
収
入
の
部

科　　　　目 本年度当初予算額 附　　　　記
基本財産・特定資産運用益 213,000 基本財産利息・特定資産利息

分担金収入 7,752,000 国庫クラブ＠ 7000　その他クラブ＠ 1000

受取補助金 18,432,000

　1. 福井県老連事業補助金　　　　　　　  2. 活動推進員助成
　3. お年寄りふれあい訪問事業　　　　　  4. 新：高齢者元気活躍支援事業
　5. 地域交流ウォーキング事業　　　　　  6. スポーツ振興事業
　7. 健康・生きがい講座事業　　　　　　  

受取負担金 1,970,000 参加者負担金 ( 研修会等の参加者負担分 )

受取寄付金 11,000,000 友愛募金

委　託　金 1,515,000

雑　収　益 400,000 預金利息等

収　入　合　計 41,282,000

支
出
の
部

科　　　　目 本年度当初予算額 附　　　　記

事　業　費

13,745,000

【Ⅰ 高齢者の健康づくり及び介護予防推進事業】
　1. 健康生きがい講座事業　　　　　　　 　2. スポーツ振興事業　　　
　3. 県知事杯グラウンド・ゴルフ大会　　　　 4. 地域交流ウォーキング事業
　5. 新：会長杯公式ワナゲ交流大会事業　  6. いきいきフェアー開催事業
　7. 長寿祭参加活動事業　　　　　　　　  8. 健康づくり推進員派遣事業

16,103,000
【Ⅱ  高齢者相互支援及び地域支え合い活動等、暮らしの安全・安心推進事業】
　1. 友愛募金運営事業　　　　　　　　　  2. お年寄りふれあい訪問事業
　3. 新：高齢元気活躍支援事業

9,109,000

【Ⅲ 老人クラブ育成指導推進事業】
　1. 指導者研修会開催事業　　　　　　　  2. 女性リーダーセミナー開催事業
　3. 県老人クラブ大会事業　　　　　　　  4. 全老連研修会参加事業
　5. 全国老人クラブ大会参加事業　　　　　　　（中央セミナー・女性リーダーセミナー・　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 友愛セミナー・東海北陸ブロックリーダー
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 研修会、健康づくり中央セミナー等）　

1,591,000【Ⅳ  広報活動推進事業】
　機関誌発行等

管　理　費 4,258,000 　1. 役員会議等　　　　　　　　　　　　  2. 法人運営事務費　
　3. 全老連・関係機関負担金等　　　　      4. 法人移行業務委託費

支　出　合　計 44,806,000

収支差額：
当初収支（損益）差額 △ 3,524,000

分担金収入

受取補助金
受取負担金

受取寄付金

委託金

雑収益 基本財産・
特定資産運用益

収入の部

Ⅰ高齢者の健康づくり
　及び介護予防推進事業

Ⅱ高齢者相互支援及び
　地域支え合い活動等、
　暮らしの安全安心推進事業

Ⅲ老人クラブ育成
　指導推進事業

Ⅳ広報活動推進事業

管理費

支出の部
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６
月
17
日
～
18
日
の
二
日
間
、
グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
芳
泉
に

お
い
て
、
県
下
17
市
町
老
連
の
会
長
・
女
性
リ
ー
ダ
ー
・

事
務
局
の
45
名
が
参
加
。
今
年
度
か
ら
「
老
人
ク
ラ
ブ

『
1
万
人
会
員
増
強
運
動
』」
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

会
長
・
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
視
点
か
ら
、
日
頃
の
活
動
報
告

や
意
見
交
換
を
行
い
、
会
員
数
が
減
少
し
て
い
る
要
因
や

改
善
策
を
探
り
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
が
全
体
会
で
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
で
は
、
元
福
井
県
公
民

館
連
合
会
会
長
西
木
憲
治
氏
を
迎
え
、『
地
域
の
中
で
他

団
体
と
連
携
す
る
こ
と
の
重
要
性
』
や
『
老
人
ク
ラ
ブ
を

Ｐ
R
す
る
手
段
』な
ど
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

事
例
発
表
で
は
、
サ
ロ
ン
の
運
営
に
つ
い
て
、
行
政
や
他
団

体
と
連
携
し
て
い
る
事
例
を
越
前
市
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
活
性
化
推
進
員
田
畑
正
生
氏
に
発
表
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

●
分
散
会
…
…
各
グ
ル
ー
プ
の
意
見
交
換
の
内
容
を一部
抜
粋

【
会
長
グ
ル
ー
プ
（
市
町
老
連
会
長
会
議
）】

会
員
減
少
の
原
因

　

①
団
塊
の
世
代
が
消
極
的
で
あ
る
。

　

②
市
町
老
連
に
加
入
し
な
い
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
る
。

　

③
対
人
関
係
に
よ
り
加
入
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

改
善
策

　

①
単
位
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
（
サ
ロ
ン
の
実
施
等
）

　

②�

外
部
に
情
報
発
信
す
る
（
H
Ｐ
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・

行
政
の
広
報
誌
を
利
用
す
る
な
ど
）

ま
と
め

　

集
落
や
単
位
ク
ラ
ブ
が
「
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
す
る
」

【
女
性
リ
ー
ダ
ー
グ
ル
ー
プ
】（
女
性
の
視
点
か
ら
）

会
員
減
少
の
原
因

　

①�

ク
ラ
ブ
長
の
判
断
だ
け
で
、
女
性
部
の
意
見
が
反
映

さ
れ
ず
、
休
会
に
な
って
し
ま
う
。

　

②
上
層
部
だ
け
で
退
会
を
決
定
し
て
し
ま
う
。

　

③
加
入
す
る
と
役
を
持
た
さ
れ
る
の
が
負
担
に
な
る
。

　

④�

『
老
人
ク
ラ
ブ
』
の
名
称
に
嫌
悪
感
を
持
っ
て
い
る
。

（
名
称
変
更
も
考
慮
す
べ
き
。）

改
善
策

　

①
口
コ
ミ
で
熱
意
を
も
って
伝
え
る
。

　

②�

活
動
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
加
入
す
る
き
っ
か
け
に

し
て
も
ら
う
。

　

③�
芸
能
発
表
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
で
興
味
を
持
って
も
ら
う
。

女
性
リ
ー
ダ
ー
に
で
き
る
こ
と

　

①�

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
補
佐
役
と
と
も
に
、
活
動
を
し
や

す
い
雰
囲
気
を
つ
く
る
。

　

②�

小
さ
な
こ
と
で
も
役
割
分
担
を
し
て
、
意
欲
を
出
し

て
も
ら
う
。

◎
講
演

　
「
地
域
づ
く
り
と
老
人
ク
ラ
ブ
」

元
福
井
県
公
民
館
連
合
会
会
長　

西
木　

憲
治
氏

　

公
民
館
の
役
割
や
地
域
住
民
と
の
交
流
事
例
な
ど
を

挙
げ
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
で
は
、
人
と
人
を
つ
な

ぐ
『
調
整
役
』
と
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
旗
頭
と
な
っ
て
、

同
じ
地
域
で
活
動
し
て
い
る
町

内
会
や
公
民
館
の
橋
渡
し
役
と

な
り
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

高
齢
者
人
口
が
増
え
る
中
、
地

域
に
住
む
高
齢
者
同
士
が
支
え

合
う
『
人
間
関
係
づ
く
り
』
が

と
て
も
大
切
に
な
って
く
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

★
い
つ
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
所
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
！

　

※
座
り
や
す
い
イ
ス
と
テ
ー
ブ
ル
・
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
が

　
　

自
由
に
飲
め
る
場
所
な
ど
が
あ
れ
ば
よ
い
。

　
　

…
人
が
集
ま
れ
ば
、
自
然
と
地
域
の
良
い
点
・
悪

　
　
い
点
な
ど
が
出
て
き
て
、
活
動
す
る
上
で
の
ヒ
ン
ト

　
　

や
課
題
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

◎
事
例
発
表

　
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
応
援
団
の
立
ち
上
げ
」

　
　
越
前
市
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

活
性
化
推
進
員　

田
畑　

正
生
氏

　

越
前
市
シ
ニ
ア
連
で
は
、
全
ク
ラ

ブ
に
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
る
た
め
、

行
政
や
他
団
体
と
連
携
し
、『
サ
ロ

ン
応
援
団
』
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、　�

月
に
『
合
同
会
議
』
を

開
催
し
て
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

立
て
ま
す
。
こ
の
会
場
で
は
、
ク

合
同
研
修
会

県
老
連
事
業
報
告

（
4
月
〜
8
月
）

合同会議

2
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ラ
ブ
の
代
表
者
が
直
接
、
専
門
家
や
他
団
体
と
日
程
調
整

や
内
容
を
決
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
に
と
って
提

出
書
類
が
負
担
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、『
提
出
書
類
の

簡
素
化
』
し
、
書

類
を
1
枚
（
年
間

計
画
表
）
に
ま
と

め
、
窓
口
を
一
本
化

に
す
る
な
ど
の
工

夫
を
し
て
、
サ
ロ

ン
立
ち
上
げ
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

〇取り組みと立ち上げ支援
　１）地域活性化・介護予防を目的とし、全クラブに立ち上げを呼びかける。
　２）新規立ち上げサロンには、経験者や役員の方々に協力を求める。
　３）世話役がいないサロンや、元気がなく形だけのサロンには、事務局がサポートする。
　４）応援団講師が１時間ほどで、その後は、おしゃべり、ワナゲ、囲碁ボール、ゲームなどで、笑っていただく。

〇サロンの効果、課題
　何れも熱心に取り組まれ、笑顔がみられ、いきいきしている人が多いです。虚弱な人に対してやさしい支援の姿がみられるこ
とは、高齢者の問題を自分のものとして自覚し、助け合っていこうという意気込みの現れだと思います。
　課題は、男性の参加者をふやし、より楽しいサロンに育てることです。
　今年は２クラブで若手高齢者向けに、夜のサロンが出来ましたので、サポートをしたいと思っています。

〇サロンの現状
　実施クラブ数／120クラブ（越前市　単位クラブ数125）　実施回数／月1～2回（毎週開催3クラブ）1回の参加者数5～30名）
　※会費／（茶菓子代）約100円

悪質業者は高齢者を狙っている！！
振り込め詐欺や悪質業者から身を守りましょう！

お住まいの市町の消費生活相談窓口
又は　福井県消費生活センター☎（０７７６）２２－１１０２
　　　嶺南消費生活センター　☎（０７７０）５２－７８３０　へ

「おかしいな？」 「困ったな！」
と思ったら

儲け話には

興味
ありません！

覚えがなければ

頼んで
いません！

昨年度、消費生活センターに寄せられた相談件数3,845件の内、実
に40.9％が60歳以上の方からのご相談でした。皆で声をかけ合い、
知識を増やし、「被害に合わない・合わせない地域」を作りましょう。

◆見守りポイント◆
●ひんぱんに見知らぬ業者が出入
　りしている…要注意！
●「無料で○○をもらえる」と言って
　いそいそと出かける…要注意！
●見慣れない商品や段ボール箱が
　増えている…要注意！

◆主な悪質業者対処法◆
●必要のない商品やサービスの勧 
　誘がきても、話を聞かない。
●業者が居座ったり脅かしたりして
　きたら、警察を呼ぶ。
●電話を切らせてくれないしつこい
　電話勧誘は、黙って電話を切る。

必要ないものは

いりません！

お金の話が出たらまず断って！お金の話が出たらまず断って！

応援団講師の話（講演内容） 担当講師（関係団体）
1 健康講話（血圧測定） 包括支援センター
2 介護予防（音楽療法） 音楽療法士、4 名
3 　  〃  　（運　　動） 健康運動指導士（施設）
4 　  〃  　（口　　腔） 歯科衛生士
5 　  〃  　（栄　　養） 栄養士
6 薬の話 武生薬剤師会
7 介護保険などについて 長寿福祉課他　各課
8 交通安全の話 警察署
9 救急・防災の話 消防組合

10 悪徳商法対策について 消費者センター
11 カラオケ・手芸など シルバー人材センター
12 認知症の話 長寿福祉課、病院
13 金融経済、ライフプランなど 知るぽると（県金融広報委員会）

14 ライフライン 北電

▼サロン応援団

▼

サ
ロ
ン
の
年
間
予
定
表
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7
月
に
県
下
5
地
区
で
老
人
家
庭
相
談
員
と
市
町
老

連
の
女
性
部
長
１
１
３
３
名
を
対
象
に
開
催
。
今
年
は
、

任
期
2
年
目
と
な
り
、
地
域

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
関
係
機
関

（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
民
生

委
員
・
消
費
者
セ
ン
タ
ー
等
）

に
情
報
を
つ
な
ぐ
こ
と
・
見
守

り
や
訪
問
活
動
の
重
要
性
な

ど
、
専
門
家
の
講
演
を
通
じ

て
老
人
家
庭
相
談
員
の
役
割

に
つい
て
学
び
ま
し
た
。

◎
講
演
①
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り

　
　
　
　

老
人
家
庭
相
談
員
の
力
を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
」

講　

師
：
ほ
や
ね
っ
と
北
（
福
井
北
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

セ
ン
タ
ー
長
主
任
看
護
支
援
専
門
員　

浅
井　

智
恵
美
氏

①
各
市
町
の
高
齢
者
の
現
状　

②
老
人
家
庭
相
談
員
の
役
割　

③
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
関
わ
り
方　

　

高
齢
者
の
現
状
か
ら
介
護

力
の
低
下
か
ら
発
生
す
る
問

題
（
老
老
介
護
・
高
齢
者
虐

待
・
孤
独
死
な
ど
）
の
事
例

を
挙
げ
、
国
の
方
針
（
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
や
老
人

家
庭
相
談
員
の
役
割
と
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
関
わ
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

★
相
談
員
の
役
割　

地
域
に
気
に
な
る
人
が
い
た
ら
、
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
民
生
委
員
に
連
絡
し
て
、
情
報
を
つ
な
ぐ

★
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
の
役
割　

地
域
の
相
談
窓
口
（
介

護
・
健
康
・
家
族
・
近
所
の
高
齢
者
の
こ
と
）

専
門
家
集
団
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
保
健
師
・
社
会
福
祉
士
）

が
必
要
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

◎
講
演
②
「
認
知
症
の
正
し
い
理
解
と
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　

み
ん
な
が
町
の
お
医
者
さ
ん
」

講　

師
：
若
狭
町　

認
知
症
専
属
看
護
師髙

島　

久
美
子
氏

　

認
知
症
に
つ
い
て
、
脳
の
し
く
み

や
日
常
生
活
の
行
動
や
兆
候
、
認

知
症
の
方
と
の
接
し
方
に
つ
い
て
、

相
談
員
が
訪
問
活
動
や
見
守
り
活

動
を
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
、

症
状
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
薬
や
治

療
方
法
の
進
歩
に
よ
り
、
早
期
発
見
・
早
期
受
診
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
って
い
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

★
『
認
知
症
は
脳
の
病
気
で
あ
る
』
こ
と
を
理
解
し
、『
認

知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
町
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
み
ん

な
が
正
し
く
理
解
・
対
応
す
る
こ
と
』
と
『
早
期
発
見
・
早

期
受
診
が
大
切
！
』

★
若
狭
町
の
取
り
組
み

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
』
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
そ
の

人
を
排
除
せ
ず
に
仲
良
く
集
落
で
暮
ら
す
に
は
・
・
・

　

５
～
６
名
の
グ
ル
ー
プ
で
地
域
で
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
そ
の
人
を
排
除
せ
ず
、
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
話
し

合
い
、
み
ん
な
で
考
え
る
会
を
開
い
て
い
る
。

●
開
催
日
時
と
参
加
人
数

老
人
家
庭
相
談
員
研
修
会

7月10日
嶺 南
339名

7月15日
丹 南
291名

7月17日
坂 井
156名

7月22日
奥 越
148名

7月24日
福 井
199名

あなたのまわりに「気がかりな高齢者」はいませんか？あなたのまわりに「気がかりな高齢者」はいませんか？

※専門家（主任ケアマネジャー・社会福祉士・保健師等）
※包括支援センター等に相談された場合、相談内容や通報された方の個人情報は守られます。

「あれ？」「おかしいな？」小さな気づきが大切です。

いつもと様子がおかしい・心配なこと・気がかりなこと・・・
「何かおかしいな？」と思ったら、地域包括支援センターや市町の相談窓口な
どの専門機関にご相談ください。

【相談・連絡】
包括支援センター
市町窓口

【現状を確認】
専門家が高齢者
の様子を確認

【公的サービスを提供】
サービスを受けていても
地域全体で見守り、支えて
いくことも必要です！

●元気がない、痩せてきた　
●介護者の表情が暗い
●夜になっても電気がつかない　
●洗濯ものが干しっぱなし
　　　　　　　　　　　　　　…など

大声で怒鳴り声が
聞こえる（高齢者
虐待）

服装が不自然な
まま外出（認知症）

新聞・郵便物がた
まっている
（孤立死）

見慣れない人が家
に出入りしている
（悪質業者）
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7
月
31
日
～
8
月
1
日
に
灰
屋
（
あ
わ
ら
市
）
に
お
い
て
、
市
町
老

連
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
32
名
が
参
加
。「
会
員
増
強
」「
仲
間
づ

く
り
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
、
1
日
目
は
、
美
浜
町
老
連
の
事
例

発
表
や
、「
仲
間
づ
く
り
」
の
ヒ
ン
ト
探
る
た
め
の
講
演
が
あ
り
、
そ
の

後
開
か
れ
た
分
散
会
で
は
、
4
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の

視
点
か
ら
「
サ
ロ
ン
活
動
・
楽
し
い
ク
ラ
ブ
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
課
題

や
改
善
策
を
探
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
高
齢
期
の
栄
養
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
の
全

体
会
で
は
、
所
属
ク
ラ
ブ
の
実
態・課
題
等
が
挙
げ
ら
れ
、
女
性
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
「
気
配
り
」
や
「
女
性
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
を
活
か

し
な
が
ら
、
会
員
増
強
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
、
各
グ
ル
ー

プ
の
代
表
者
が
発
表
し
、
２
日
間
の
研
修
会
を
終
え
ま
し
た
。

◎
講
演
①
「
健
康
長
寿
ア
イ
ド
ル
の

                                 

活
躍
の
ひ
・
み
・
つ
」

　
　

講　

師
：
鯖
江
市
健
康
福
祉
部
健
康
課

課
長
補
佐 

山
本　

進
氏

　
「
Ｓ
Ｂ
Ｅ
80
！
（
健
康
長
寿
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
）」
の
誕
生
秘
話
や
体

験
談
を
通
じ
て
、「
グ
ル
ー
プ
作
り
の
コ
ツ
」
や

「
活
動
の
Ｐ
R
方
法
」、「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

役
割
」
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
参
加
者
は
真

剣
な
眼
差
し
で
学
び
、
時
々
笑
い
の
あ
る
楽
し

い
話
を
聞
き
、
会
員
増
強
の
ヒ
ン
ト
を
掴
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
は
、
音
楽
に
あ
わ

せ
て
体
操
し
、
体
を
動
か
す
楽
し
さ
や
仲
間
と

一
緒
に
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

★
目
的
か
ら
方
法
論
や
し
く
み
を
考
え
る
こ
と
が
成
功
す
る
秘
訣

★
若
手
高
齢
者
を
集
め
る
に
は
：
目
的
（
歌
・
ヨ
ガ
・
体
操
な
ど
）
を
持
っ
た
活
動
を
す
る

★
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
：
上
手
く
い
か
な
く
て
当
た
り
前
、
個
性
を
大
切
に
、

無
理
は
し
な
い

　

①
気
づ
い
た
こ
と
を
１
個
ず
つ
褒
め
る　

　

②
間
違
い
を
認
め
る　

　

③
一
人
一
人
を
尊
重
す
る

◎
講
演
②
「
食
生
活
と
栄
養

　
　
　
　
　
　
　
　
～
自
分
に
見
合
っ
た
食
事
量
を
～
」

　
　

講　

師
：
管
理
栄
養
士

　
　
　
　
　
　
　

岩
本　

利
恵
子
氏

　

高
齢
者
の
栄
養
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
食
事

履
歴
を
参
考
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
あ
る
食
事
内
容
で
あ
る
か
を
確
認
し
、
自

分
の
１
日
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
理
想
体
重

を
算
出
す
る
こ
と
で
、
自
分
が
ど
ん
な
物
を
ど

れ
く
ら
い
食
べ
れ
ば
よ
い
か
を
学
び
ま
し
た
。

●
分
散
会

テ
ー
マ
①
「
サ
ロ
ン
活
動
に
つ
い
て
」

※
サ
ロ
ン
活
動
に
お
け
る
課
題

・サ
ロ
ン
の
開
催
に
つい
て
、老
人
ク
ラ
ブ
と
他
団
体
（
社
協・民
生
委
員
等
）��

が
バ
ラ
バ
ラ
で
実
施
し
て
い
る

・�

老
人
ク
ラ
ブ
主
体
の
サ
ロ
ン
が
少
な
く
、他
団
体
の
補
助
的
な
感
じ
に
な
っ

て
い
る

・
多
く
の
グ
ル
ー
プ
を
作
れ
と
言
わ
れ
る
が
、
民
生
委
員
は
老
人
家
庭
相

談
員
の
存
在
を
知
ら
な
い
人
が
多
い

※
改
善
策
・
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫

・
若
い
人
が
集
ま
れ
る
よ
う
に
地
域
性
、
年
齢
差
を
考
え
て
企
画
す
る

・無
料
バ
ス
を
出
す
と
参
加
し
や
す
い（
近
く
で
歩
い
て
行
け
る
距
離
が
よ
い
）

・
社
協
主
体
の
サ
ロ
ン
で
も
工
夫
が
必
要

・
市
町
の
行
政
、
社
協
、
民
生
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
話
し
合
わ
な
い
と

　

先
に
進
ま
な
い

・
他
団
体
と
の
連
携
が
重
要
に
な
って
い
る�

テ
ー
マ
②
「
楽
し
い
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
つ
い
て
」

※
ク
ラ
ブ
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

・
参
加
率
が
よ
い
・
毎
月
イ
ベン
ト
が
あ
る�

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
子

供
た
ち
と一緒
に
で
き
る

※
楽
し
い
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
必
要
な
条
件

・
ワ
ン
マ
ン
な
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
と
楽
し
く
な
い
・
活
動
を
認
め
て
も

ら
う
・
他
の
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
会
、
情
報
交
換
を
す
る

※
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

・
き
め
細
か
い
気
配
り
・
女
性
役
員
が
事
業
に
参
画
、
発
言
を
し
て
い
く

こ
と
・
役
員
は
す
べ
て
男
性
が
就
く
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
女
性
に
も
改
革

す
る
と
い
う
気
持
ち
が
必
要
で
、
積
極
的
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い

◎
事
例
発
表

   

「
女
性
部
が
中
心
の
活
動
・
女
性
に
人
気
の
活
動
」

発
表
者
：
美
浜
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　
　
　
　

副
会
長　

玉
井　

文
子
氏

　

美
浜
町
老
連
女
性
部
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
、「
女
性
部
い
き
い
き
集

い
」
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
活
動
を
Ｄ
V
Ｄ
の
映
像
を
使
い
、
古
い
着
物
を

リ
メ
イ
ク
し
て
、
フ
ァッ
シ
ョン
シ
ョ
ー
を
し
た
こ
と
や
当
時
、
台
風
18
号
で

亡
く
な
ら
れ
た
会
員
の
つ
く
り
か
け
の
編
み
物
や
手
芸
品
な
ど
を
有
志
で

完
成
さ
せ
、
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
を
し
た
こ
と
な
ど
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が

ら
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
「
活
動

を
通
じ
気
づ
い
た
こ
と
は
、
環
境
や
会
員
状
況
、

物
の
捉
え
方
、
考
え
方
な
ど
が
少
し
ず
つ
時
と

共
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
こ
れ
か
ら
は

女
性
の
特
性
を
生
か
し
て
、
地
道
に
コツ
コツ
と

活
動
し
、
周
囲
の
信
頼
と
理
解
を
生
み
出
し

て
、
会
員
増
強
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

★
女
性
部
の
活
動

　

①
友
愛
活
動

　
　

�

女
性
理
事
は
「
友
愛
委
員
」
に
な
り
、
老
人
家
庭
相
談
員
の
苦
労

を
共
有
し
、
活
動
の
支
援
を
し
て
い
る
。

　

②
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
　

�

社
協
主
催
の
定
期
的
サ
ロ
ン
に
老
人
家
庭
相
談
員
・
民
生
委
員
・

区
長
等
が
お
世
話
役
に
な
り
、
活
動
し
て
い
る
。
地
区
の
役
員
は

60
歳
代
が
多
い
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
加
入
の
声
か
け
も
し
て
い
る
。

　

③
女
性
部
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　

�

大
会
に
な
る
と
男
性
会
員
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
女
性
会
員
の
練

習
成
果
を
発
揮
す
る
た
め
の
大
会
を
発
足
し
た
。

　

④�

女
性
部
い
き
い
き
集
い
（
２
月
開
催
：
女
性
会
員
の
み
参
加
）

　
　

�

講
演
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
女
性
会
員
の
意
見
を
参
考
に
企
画
さ

れ
、
会
員
以
外
に
も
声
か
け
し
て
、
会
員
加
入
に
つ
な
げ
て
い
る
。

女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
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全
老
連
主
催
の
中
央
セ
ミ
ナ
ー
（
東
京
・
全
社
協
）
が

６
月
２
～
３
日
に
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
、
敦
賀
市
老

連
会
長
藤
井
溢
美
氏
と
越
前
市
い
き
い
き
シ
ニ
ア
連
会
長

八
十
島
幸
雄
氏
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、「
総
力
を
結
集
し
て
、
全
国
１
０
０
万

人
会
員
増
強
を
達
成
し
よ
う
！
」
と
会
員
増
強
を
テ
ー
マ

に
、
基
調
報
告
、
事
例
発
表
、
グ
ル
ー
プ
協
議
、
講
演
、

全
体
会
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
研
修
内
容
】

　

◆
厚
生
労
働
省
の
説
明　

　
　
「
高
齢
者
関
連
施
策
の
動
向
に
つ
い
て
」

　

◆
基
調
報
告　

　
　
「
全
国
『
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
』
の
推
進
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
※
参
照
Ｐ
2
～
3
、
11
）

　

◆
事
例
発
表

　
　

①�

趣
味
サ
ー
ク
ル
を
増
や
し
て
、
会
員
増
強
に
つ

な
げ
る
（
千
葉
市
若
葉
地
区
小
桜
明
星
会
）

　
　
　

・�

お
茶
の
み
会
の
開
催　

→　

サ
ー
ク
ル
に
参
加

で
き
な
い
方
の
た
め
に
毎
月
１
回

　
　

②
地
区
老
連
の
支
援
に
よ
り
、
単
位
ク
ラ
ブ
復
活

　
　
　
　

�　
　
　
（
香
川
県
丸
亀
市
城
坤
地
区
老
連
）

　
　
　

・�

解
散
状
態
の
ク
ラ
ブ
（
会
員
の
高
齢
化
や
会
長

不
在
）�

→�

若
手
高
齢
者
・
女
性
会
員
入
会
で

復
活

　
　
　

・�

女
性
委
員
の
増
強
・
女
性
の
意
見
を
反
映
さ
せ

て
ク
ラ
ブ
活
性
化
に
つ
と
め
る

　
　
　

★
神
社
の
境
内
に
ペ
タ
ン
ク
コ
ー
ト
を
設
営
し
、
老
人

　
　
　

ク
ラ
ブ
が
利
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
貢
献
（
火
災

　
　
　

予
防
・
非
行
少
年
の
た
ま
り
場
を
解
消
）

　
　

③�

自
治
会
に
呼
び
か
け
て
、
未
設
置
地
区
に
ク
ラ

ブ
設
立
（
東
京
都
昭
島
市
老
連
）

　
　
　

・�

自
治
会
への
働
き
か
け
（
効
果
大
10
年
で
16
ク
ラ

ブ
設
立
）・
設
立
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明

　
　
　

※�

取
り
組
み
は
長
期
間
に
わ
た
る
た
め
、
交
渉
や

活
動
経
緯
を
記
録
し
て
い
る

　
　
　

・�

単
位
ク
ラ
ブ
『
１
：
１
：
１
運
動
』・
会
員
一

人
が
年
間
一人
を
入
会
し
て
頂
く
よ
う
努
め
る

　

◆
グ
ル
ー
プ
協
議

　
　

�

単
位
ク
ラ
ブ
・
連
合
会
で
の
会
員
増
強
の
取
り
組
み

状
況
や
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
内
容
に
つい
て
協
議

◎
講
演
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
増
強
に
必
要
な
こ
と

　
　
　
　

～
町
内
会
と
の
連
携
、
住
民
へ
の
Ｐ
R
」

　
　
　

講　

師
：
淑
徳
大
学
准
教
授　

小
倉　

常
明
氏

　

◆
町
内
会
と
の
連
携

　
　

町
内
会
と
老
人
ク
ラ
ブ
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
（
双

　
　

方
が
必
要
と
す
る
）
関
わ
り
方
が
望
ま
し
い
。

　
【
町
内
で
起
き
て
い
る
こ
と
】

　

① 

相
互
に
見
守
る
体
制　
（
子
供
た
ち
の
通
報
で
倒
れ
て

い
る
高
齢
者
を
発
見
）

　

�　

子
供
た
ち
と
会
員
が
顔
見
知
り
に
な
り
、
い
つ
も
見

守
っ
て
く
れ
る
会
員
が
い
な
い
と
気
づ
い
た
子
供
が
「
先

生
、
今
日
いつ
も
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
な
か
っ
た
」
伝
え
、

学
校
か
ら
民
生
委
員
に
通
報
し
、
発
見
に
つ
な
が
っ
た
。

　

② 

サ
ロ
ン
運
営
に
参
加
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
Ｐ
R
・
会

員
増
強
に
つ
な
げ
る

　

・�

社
協
等
が
運
営
し
て
い
る
サ
ロ
ン
は
、
介
護
予
防
の
集

い
で
あ
る
。
元
気
な
会
員
が
運
営
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在
を
知
ら
せ
会
員
増
強
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

・�

サ
ロ
ン
等
の「
集
い
の
場
所
」に
困
って
い
る
話
を
き
く
が
、

地
域
の
空
き
店
舗
な
ど
を
利
用
し
、
公
共
施
設
に
限

ら
ず
、
発
想
を
変
え
れ
ば
場
所
は
見
つ
け
ら
れ
る
。

　

◆
あ
な
た
の
老
人
ク
ラ
ブ
・
連
合
会
の
状
況
を

　
　

点
検
し
て
み
よ
う

　

��

《
人
が
集
ま
る
六
つ
の
要
因
》

　
　

①
組
織
の
方
向
性
が
明
確
で
あ
る

　
　

②
居
場
所
が
あ
る
（
居
心
地
の
よ
さ
）

　
　

③
自
分
の
役
割
が
あ
る

　
　

④
適
度
な
刺
激
が
あ
る
（
関
わ
る
き
っ
か
け
）

　
　

⑤
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
運
営
や
活
動
を
統
括
）
す
る
人
の
存
在

　
　

⑥
企
画
（
組
織
）
に
対
す
る
想
い
が
あ
る

��　

◎�

リ
ー
ダ
ー
は
、
会
員
の
状
態
に
よ
り
タ
イ
プ
を
分
け

る
こ
と
が
必
要

　
　

・
専
制
型
：
会
員
が
未
熟
な
段
階

　
　

・
民
主
型
：
会
員
に
力
が
つい
て
き
た

　
　

・
放
任
型
：
会
員
の
能
力
が
高
い

　

◆
住
民
へ
の
Ｐ
R

　

今
魅
力
あ
る
組
織
と
は

　
　

①�

前
向
き
で
あ
る　

　
　

②
使
命
を
持
って
い
る　

　
　

③
社
会
貢
献
に
目
が
向
い
て
い
る

　

若
手
高
齢
者
を
引
き
込
む
作
戦

　

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
時
代
に
対
応
し
、
ク
ラ
ブ
・
連

合
会
の
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
作
成
す
る

　

�

※
物
事
を
調
べ
る
時
の
行
動
変
革
：
辞
書
→
人
に
聞
く

→
パソ
コ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
月
刊
全
老
連
8
月
号　

抜
粋
）

第
32
回
　
都
道
府
県
・
指
定
都
市
　
　
　

　
　
　
　 

老
人
ク
ラ
ブ
中
央
セ
ミ
ナ
ー
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東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

平
成
26
年
度
東
海
北
陸
ブ
ロッ
ク
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
７
月
３

日
～
４
日
、
石
川
県
加
賀
市
（
ゆ
の
く
に
天
祥
）
で
開
催
さ
れ
、

全
老
連
の
基
調
報
告
、
事
例
発
表
（
４
事
例
）、
講
演
と
進
め

ら
れ
、
本
県
か
ら
は
17
市
町
老
連
の
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
研
修
内
容
】

●
基
調
報
告

全
国
「
１
０
０
万
人
増
強
運
動
」
の
推
進

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

事
務
局
長　

小
野 

喜
彦
氏

1.「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

　

新
た
な
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
健
康
活
動
や
他
世
代
・
関

係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
の
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
老
人
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
って
取
り
組
む
※
参
照
：
表
紙

2.
介
護
保
険
法
の
改
正
（
H
27
年
度
～
）

　

２
０
２
５
年
団
塊
世
代
（
約
８
０
０
万
人
）
が
75
歳
以
上
と

な
り
、
高
齢
者
世
帯
（
夫
婦
の
み
・
単
独
）
が
増
加
す
る
傾
向
。

さ
ら
に
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
予
防
給
付
（
訪
問
介

護
・
通
所
介
護
）
は
国
か
ら
市
区
町
村
に
移
行
さ
れ
、
地
域
に

よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
違
っ
て
く
る
。
今
後
は
、
重
度

の
介
護
支
援
に
重
点
を
お
く
た
め
、
軽
度
な
介
護
や
見
守
り
が

必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、
民
間
・
地
域
・
組
織
（
老
人
ク
ラ
ブ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）
の
支
援
（
見
守
り
・
安
否
確
認
・
買
い
物
等
）

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

★�

老
人
ク
ラ
ブ
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
・
・
・
元
気
な
高
齢
者

が
弱
者
を
支
え
る
（
見
守
り
・
声
か
け
等
）

　
★
互
助
の
し
く
み
を
つ
く
る
・
・
・
行
政
・
民
間
・
老
人
ク
ラ

　
　
ブ
が
協
力
し
て
、
地
域
で
声
を
あ
げ
る

　

※
「
他
世
代
・
他
団
体
」
か
ら
再
認
識
し
て
も
ら
う
チ
ャ
ン

　
　

ス
で
も
あ
る

3.
「
仲
間
を
支
え
よ
う
！
地
域
の
高
齢
者
を
守
ろ
う
！
」

　
　

高
齢
者
消
費
者
被
害
防
止

　

・
被
害
者
→
高
齢
者
や
認
知
症
・
障
が
い
者
の
方
が
多
い

　

・
小
金
持
ち
が
狙
わ
れ
る
→
何
度
も
少
額
を
と
ら
れ
る

　

・�

犯
罪
者
が
賢
い
→
手
口
は
『
知
り
合
い
の
ふ
り
』
を
し
て
近

づ
い
て
く
る

　
★
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
＝
情
報
を
つ
な
ぐ

　
　

被
害
者
の
異
変
を
つ
か
み
、
警
察
や
民
生
委
員
等
に
情
報

　
　

を
伝
え
る

4.
「
総
力
を
結
集
し
て　

全
国
１
０
０
万
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員
増
強
を
達
成
し
よ
う
！
」

　

★
ク
ラ
ブ
の
内
部
だ
け
で
な
く
、「
外
部
へ
の
情
報
発
信
」
を

　
　

し
て
他
団
体
に
老
人
ク
ラ
ブ
を
認
知
し
て
も
ら
う

　

★
視
点
を
か
え
て
、
友
愛
訪
問
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
加
入
を
呼

　
　

び
か
け
る

　

★
ま
ず
は
身
を
か
た
め
る
…「
で
き
る
こ
と
を
ま
ず
や
る
」「
で

　
　

き
な
い
こ
と
は
断
る
」

　

★
未
加
入
者
は
「
声
か
け
」
を
待
って
い
る
…
声
を
か
け
て
い

　
　

る
つ
も
り
が
伝
わ
って
い
な
い
状
態

　

★
単
位
ク
ラ
ブ
の
実
状
に
あ
わ
せ
た
作
戦
を
考
え
る
…
ま
だ

　
　

加
入
で
き
る
人
が
い
る
は
ず

◎
単
位
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
流
通
さ
せ
る

　

単
位
ク
ラ
ブ 

⇔ 
市
町
老
連 

⇔ 
県
老
連 

⇔ 
全
老
連

◆
事
例
発
表

「
お
出
か
け
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
」
事
業
に
つ
い
て

　
　

大
野
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

会
長　

島
田　
一
成
氏

【
事
業
開
始
の
経
緯
】

　

こ
の
事
業
が
始
ま
る
前
は
、
市
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
入
浴
や
会
合
な
ど
高
齢
者
の

憩
い
の
場
と
し
て
、
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
が

毎
月
1
～
2
回
割
り
当
て
ら
れ
、
バ
ス
の

送
迎
や
次
回
利
用
日
の
案
内
な
ど
、
便
利

が
よ
く
多
く
の
会
員
が
利
用
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
入
浴
施
設
が
故
障
で

利
用
で
き
な
く
な
り
、
長
年
修
繕
し
て
き
た
設
備
と
建
物
本
体

の
改
修
か
と
意
見
が
交
わ
さ
れ
る
中
、
市
行
政
で
は
、「
福
祉

関
連
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
拠
点
」
の
計
画
が
持
ち
あ
が
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
市
庁
舎
近
く
に
あ
る
「
有
終
会
館
」
を
増
築

し
、「
結
と
ぴ
あ
」
と
い
う
建
物
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
中
に
福
祉

関
連
の
行
政
担
当
課
を
は
じ
め
、
社
協
・
老
人
ク
ラ
ブ
等
が
互
い

に
連
携
で
き
る
執
務
体
制
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
従

来
の
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
代
替
え
と
し
て
、
市
内
に
あ
る
温
浴
施

設
を
自
由
に
利
用
し
、
介
護
予
防
講
座
や
入
浴
・
自
由
時
間
を

1
日
過
ご
せ
る
「
お
出
か
け
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
事
業
」
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。

【
事
業
の
効
果
と
課
題
】

・�

外
出
困
難
や
、
歩
行
が
不
自
由
な
高
齢
者
も
、
送
迎
バ
ス
に
乗

れ
ば
参
加
出
来
る
の
で
感
謝
さ
れ
て
い
る

・�

温
浴
施
設
で
の
「
介
護
予
防
教
室
」
な
ど
が
楽
し
い
と
好
評

で
解
散
危
機
に
あ
っ
た
ク
ラ
ブ
の
歯
止
め
に
も
な
って
い
る

・�

緊
急
連
絡
対
応
：
不
測
の
事
態
も
考
慮
し
、
参
加
者
か
ら

事
前
に
「
緊
急
連
絡
票
」
を
提
出
し
て
も
ら
って
い
る

・�

課
題
：
出
欠
の
調
査
・
参
加
者
の
人
数
確
認
・
会
費
の
徴
収

な
ど
、
ク
ラ
ブ
長
の
事
務
的
な
負
担
が
大
き
い

【サロン概要】
目 的 高齢者の介護予防・高齢者相互の交流活動

協力団体 大野市・市社協・地区公民館等

対 象 者 単位クラブ会員等　※クラブ加入が条件

予 算 市社協　事業委託予算：10,726,000 円（H25 年度）

サロン概要 時間：10 時～ 15 時　個人負担：1000 円
介護予防講座（１時間）・昼食・入浴・交流時間

取りまとめ

会員→班長→単位クラブ長→地区公民館→社協
①班長：負担金を集金し、クラブ長に渡す。
②クラブ長：公民館に人数報告。負担金の取り纏め
③公民館：人数を取りまとめ、社協に連絡
④社協：コーディネーターが負担金の回収。

【各団体の役割】
行 政 広報活動・他団体との協議
社 協 年間計画・案内書を作成・講師や送迎バスの手配・コーディネーターの設置等
地区公民館 実施日の案内・参加者の取り纏め
単 位 ク ラ ブ 年間計画書を配布・参加人数を公民館に報告・当日の点呼
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老人クラブ会員章は、会員一人ひとりの意欲とクラブ
の誇りを示すシンボルです。
あなたも会員章を胸に、いきいきと輝きながら、クラ
ブ活動を広げていきましょう
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～のばそう！健康長寿、担おう！地域づくりを～～のばそう！健康長寿、担おう！地域づくりを～
老人クラブのメインテーマが新しくなりました老人クラブのメインテーマが新しくなりました

＜健康寿命＞
○健康寿命をのばし、自立した生活、生きがいある生活の実現を目指します。
○仲間や地域の高齢者とともに継続的な健康活動に取り組みます。

＜地域づくり＞
○他世代や関係団体と連携し、安全・安心の住みよい地域づくりを目指します。
○元気高齢者の知識・経験・活力を生かす場づくり・機会づくりを広げます。

信頼のしるし 信頼のしるし 
ー老人クラブ会員章のご案内ー

一口 1,000円
パンフレットは

全老連のホームページから
ダウンロードできます

お申し込み・お問合せお申し込み・お問合せ 所属の市町老人クラブ連合会または県老連

女性リーダーセミナー

　老人クラブは、地域を基盤とする高齢者の自
主組織です。戦後、先覚者の提唱と社会福祉協議
会の協力によって誕生し、各地に広がりました。
　現在では、全国的なネットワークを有する高
齢者組織となっています。また、クラブ相互の連
絡調整をはかり、より高域的な共同事業を実施
するために、市区町村、都道府県・指定都市、全国
の各段階に、それぞれ連合会を組織しています。

「老人クラブ」とは

全国老人クラブ
連合会

都道府県・指定都市

市町村老連

単位クラブ
110,487クラブ
6,488,740人

福井県
1,122クラブ
62,646名
平成26年度


